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͑
ํ

ɾ
த
ஈ
の
ߏ
͑

❷
素
振
り

ɾ
�ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ


ɾ
ࣼ
Ί
ৼ
Γ

ɹ
ɹ
ˣ

ɾ
Ϧ
ζ
Ϝ

ಓ

ɾ
ࢣ
ঊ
ͱ
ఋ
ࢠ

❸
着
装

ɾ

ɺ
ਨ

ɾ
݁
ͼ
の
จ
Խ

❷
基
本
動
作

˔
ج
ຊ
打
ಥ



打
ち

ͦ
の

打
ち

౿
Έ

Γ
ಈ
࡞

౿
Έ
ࠐ
Έ
ಈ
࡞


ɹ
৺

ɾ
Ϧ
ζ
Ϝ

ಓ

ɾ
ࢣ
ঊ
ͱ
ఋ
ࢠ

❷
面
の
着
装

˔
ج
ຊ
打
ಥ

Ұ
࿈
の
ಈ
࡞
Ͱ

打
ͭ

❷
基
本
打
突

ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ


・
有
効
打
突
１
本

　「
気
剣
体
の
一
致
」

　
を
め
ざ
す

・
既
習
技
練
習

❷
二
段
技

খ
ख
ˠ
໘

ˎ
໘
ˠ


❷
引
き
技

௳
ͥ
Γ
߹
͍

Ҿ
͖
໘

ˎ
Ҿ
͖


❷
抜
き
技

໘
ൈ
͖


ˎ
খ
ख
ൈ
͖
໘

❷
既
習
技

͔
͔
Γ
࿅
श

ά
ϧ
ʔ
ϓ
ผ

❹
簡
単
な
試
合

ɾ
ϙ
Π
ϯ
τ
੍
の
ࢼ
߹

�ʢ̐
ਓ


ఆ
ɾ
ධ
Ձ
ʣ

ɾ
ݸ
ਓ
ઓʢ
Ϧ
ʔ
ά
ઓ
ʣ

ɹʢ
��
ඵ
ʙ
��
ඵ
ʣ

整
理
運
動
 ・
 本
時
の
ま
と
め
 ・
 評
価
（
教
師
の
評
価
、
生
徒
の
自
己
評
価
な
ど
） ・
 健
康
安
全
の
確
認
・
礼
・
片
付
け
（
道
具
の
安
全
 ・
 管
理
）

学 習 活 動 に 即 し た 評 価 （ １ 年 の 例 ）

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度


౷
త
ͳ
ߦ
ಈ

の

ํ
Λ
क
Δ

͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
ͯ

͍
Δ


ॴ
ɺ
༻
۩
の

҆
શ
ʹ
ཹ
ҙ
͠

ੵ
ۃ
త
ʹ
औ
Γ


Μ
Ͱ
͍
Δ


ؒ
ͱ
ڠ
ྗ
͠

ͯ
҆
શ
ʹ

ಓ

۩
ʢ

۩
ʣ
Λ

ண
͚
ͯ
͍
Δ

ه


৹

ͳ

Ͳ
の

୲
͠
ͨ


ׂ
Λ
Ռ
ͨ
ͦ

う
ͱ
͠
ͯ
͍
Δ

ې
͡
ٕ
Λ
༻
͍

ͳ
͍
Ͱ
҆
શ
ʹ

ཹ
ҙ
͠
࿅
श
͠

ͯ
͍
Δ

思 考 ・ 判 断

༗
ޮ
打
ಥ
の
ϙ

Π
ϯ
τ
Λ
ݟ
ͭ

͚
ͯ
͍
Δ

҆
શ
্
の
ཹ
ҙ


Λ
ֶ
श

໘

Ͱ

ͯ

Ί
ͯ

͍
Δ

໘
ൈ
͖

の
ϙ

Π
ϯ
τ
Λ
ݟ
ͭ

͚
ͯ
͍
Δ

運 動 の 技 能

߸
ྩ

ಈ
͖
ʹ

߹
Θ
ͤ
ͯ
ج
ຊ

ಈ
࡞
͕
Ͱ
͖
ͯ

͍
Δ

ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ


の
打
ち
ํ
打

ͨ
ͤ
ํ
の
ج
ຊ

ಈ
࡞
͕
Ͱ
͖
ͯ

͍
Δ

ࣗ
༝
࿅
श
Ͱ
ط

श
の
ٕ
Λ
ੵ
ۃ

త
ʹ
打
ͱ
う
ͱ

͠
ͯ
͍
Δ

͠
͔
͚
ٕ

Ԡ
͡
ٕ

Λ
༻
͍
ͯ
打
ͬ
ͨ
Γ
ɺ

ड
͚
ͨ
Γ
͠
ͯ
͍
Δ

知 識 ・ 理 解


ಓ
の
ྺ
࢙


ಛ
ੑ
Λ
ཧ
ղ
͠

ͯ
͍
Δ



の
໊
শ



ಓ
Ͱ
ߴ
·
Δ

ମ
ྗ
Λ
ཧ
ղ
͠

ॻ
͖
ग़
͠
ͯ
͍

Δ

૬
ख
の
ಈ
͖
ʹ

Ԡ
͡
ͨ
ج
ຊ
打

ಥ
の
ߦ
͍
ํ
Λ

ཧ
ղ
͠
ͯ
͍
Δ

༗
ޮ
打
ಥ
の


݅
Λ
ݴ
ͬ
ͨ
Γ
ɺ

ॻ
͍
ͨ
Γ
͠
ͯ

͍
Δ

ࢼ
߹
の
ߦ
͍
ํ
ʹ
ͭ

͍
ͯ
ཧ
ղ
͠
ͯ
͍
Δ

剣 道 で 伝 え た い 精 神 性 ・ 態 度 育 成

剣
道
の
歴
史

ɾ
ߐ
ށ
࣌

͔
Β
ड
͚
ܧ
͕
Ε
ͨ
զ

͕
ࠃ
の

ମ
ӡ
ಈ
จ
Խ
ɾ
ର
ਓ
ӡ

ಈ
ʢ

౷
త
ͳ
ߟ
͑
ํ
ߦ
ಈ
の


ํ
ʣ
Λ
ֶ
Ϳ

剣
道
の
特
性
 対
人
性

ɾ

ಓ

૬
ख
ͱ
ਖ਼
ର
͠
ɺ
૬
ख
の


Λ
ݟ
ͯ
ٕ
Λ
ڝ
う
ɻ
૬
ख
の


Λ
ݟ
ͯ
ྱ
Λ
ߦ
う

ɾ
ྱ
ʢ
ᜌ
ʣ

૬
ख
Λ
ଚ
ॏ
͠
ɺ
ײ

ँ
͠
ߦ
う

ৗ
Ͱ
の
ྱ
の
࣮
ફ
の

େ

͞
Λ
ֶ
Ϳ

道
具
の
安
全
と
管
理

ɾ
ಓ
۩
Λ
҆
શ
ʹ
େ

ʹ
औ
Γ
ѻ

う
ɻ
物
Λ
େ

ʹ
͢
Δ
৺

૬
ख

ʹ
ର
͢
Δ
ࢥ
͍

Γ
の
৺
Λ
ҭ
Ή

残
心

ɾ

৺

ٕ
Λ
打
ͬ
ͨ
ޙ
も
ؾ
Λ
ൈ

͔
ͣ
ʹ

ߏ
͑
ؾ
ߏ
͑
Λ
ࣔ
͢
ಈ

࡞
Ͱ
͋
Δ
͕
ʮ

৺
ʯ
の
͋
Δ
ੜ

׆
の
େ

͞
Λ

Δ
͜
ͱ
Ͱ
ࠓ
ޙ

の
ਓ
ੜ
ʹ
׆
͔
ͤ
Δ
͜
ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

間
合
（
距
離
）

ɾ
૬
ख
ͱ
ࣗ

の
ڑ

͕
ۙ
͢
͗

ͣ
ɺ
ԕ
͢
͗
ͣ
ɺ
ద

ͳ
ڑ

の

த
Ͱ
߈

Λ
ָ
͠
Ή
ମ
ݧ
ʹ
Α

Γ
ɺ
ਓ
ؒ
ؔ

ͮ
͘
Γ
も
ಉ
༷

ʹ
ɺ
૬
ख
ͱ
の
ڑ

Λ
ߟ
͑
Δ
͜

ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

勇
気
（
克
己
）

ɾ
ڪ
ා
৺
Λ
打
ち
ഁ
Δ
ਅ
の
༐
ؾ
Λ

࣋
ͬ
ͯ
߈
Ί
Δ
ؾ
࣋
ち

ཱ
ち


͔
ͬ
ͯ
͍
͘
ਖ਼
ٛ
ײ
Λ
ֶ
Ϳ

努
力
（
守
破
離
）

ɾ
ج
ຊ
࿅
श

ಉ
͡
͜
ͱ
Λ
܁
Γ
ฦ

͠

ʹ

͚
ͯ
͍
͘
ɺ
͜
Ε

ۤ

௧
Ͱ
も
͋
Δ
͕
ٕ
Λ
ࣗ
ಘ
͢
Δ
ͨ

Ί
ʹ

ඞ
ཁ
ͳ
ա
ఔ
Ͱ
͋
Γ
ɺ
ڭ

͑
Λ

࣮
ʹ
क
Γ
ɺ
ͻ
ͨ
Ή
͖
ʹ


ྗ
͢
Δ
͜
ͱ
の
େ

͞
Λ
ֶ
Ϳ

共
存
と
共
生

ɾ
ج
ຊ
ٕ
の
࿅
श
Ͱ
打
ͬ
ͨ
Γ
ɺ
打

ͨ
ͤ
ͨ
Γ
͠
ͯ
ɺ
ج
ຊ
ٕ
の
ग़
དྷ

ӫ
͑
Λ
֬
ೝ
͠
߹
う
த
Ͱ
ɺ
ޓ
͍

ʹ
Α
Γ
Α
͍
ٕ
Λ
Ί
͟
͠
ɺ
૬
ख

ͱ
ޓ
͍
ʹ
ߴ
Ί
߹
う
͜
ͱ
の
େ


͞
Λ
ֶ
Ϳ

判
断
力
（
正
義
感
）

ɾ
ࢼ
߹

৹

Ͱ
ɺ
༗
ޮ
打
ಥ
の


݅
Ͱ
͋
Δ
ʮ
ؾ

ମ
Ұ
க
ʯ
Λ
ཧ

ղ
͠
ɺ
ૉ
ૣ
͍
ಈ
͖
Ͱ
打
ち
߹
う

ٕ
Λ
ɺ
ॠ
ؒ
త
ʹ
ਖ਼
͠
͘

அ

͠
ɺ
ܾ
அ
ɾ
ධ
Ձ
͢
Δ
ɻ
·
ͨ
ɺ


ؒ
ͱ
の
ೝ
Ί
߹
͍

ֶ
श
՝


の
ఆ
ண
ɾ
ਂ
·
Γ
Λ
ֶ
Ϳ

惻
隠
の
情

ɾ

ಓ
Ͱ

উ
ഊ
͕
ܾ
·
ͬ
ͨ
ޙ
も
ɺ
উ

ち
ෛ
͚
ʹ
ؔ

ͳ
͘
ޓ
͍
͕
৺

Λ
ਖ਼

͠
ྱ
๏
Λ
ߦ
う
ɻ
͜
Ε

୭
も
͕
༙
͖

্
͕
Δ
ײ

Λ

͑
ɺ
ෛ
͚
ͨ
ਓ
の
৺

Λ
ټ
Έ
औ
Δ
ͱ
͍
う

ຊ
の

౷
త
ͳ

ߟ
͑
ํ
͕
͋
Δ
͜
ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

平
常
心

ɾ
ࢼ
߹
Λ
ମ
ݧ
͢
Δ
͜
ͱ
Ͱ
ɺ
ਫ਼
ਆ
త
ʹ

ෆ
҆
ʹ
ͳ
ͬ
ͨ
Γ
ɺ
ۓ
ு

ಈ
༳
͢
Δ

ࣗ

の
ؾ
࣋
ち
Λ
ɺ
ࣗ

Ͱ
ௐ

͢
Δ

͜
ͱ
Λ
ֶ
Ϳ

感
謝
・
思
い
や
り

ɾ
打
ͬ
ͨ
Γ
ɺ
打
ͨ
Ε
ͨ
Γ
͢
Δ
͜
ͱ
Ͱ

ޓ
͍
の
௧
Έ
Λ

Γ
ɺ
ࢥ
͍

Γ
の
৺

Λ

Δ
ɻ
·
ͨ
ٕ

৺
の

্
ʹ
Α

Γ
ɺ
ײ
ँ

༏
͠
͞
Λ
ֶ
Ϳ

相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作
・
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
の
工
夫

ɾ
ਖ਼
໘
ɺ
খ
ख
ɺ

ɹ
খ
ख
ˠ
໘
ɹ
Ҿ
͖
໘
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
��ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
໘
ൈ
͖


ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ˎ
໘
ˠ

�ˎ
Ҿ
͖

�ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
�ɹ
ɹ
ɹ
ˎ
খ
ख
ൈ
͖
໘

❹
判
定
試
合
　
Ξ
ɽ
ٕ
の
ग़
དྷ
ӫ
͑
Λ
ڝ
う
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
Π
ɽ
Ԡ
͡
ٕ
の
ࢼ
߹

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
໘
ൈ
͖

̏
ຊ
উ
ෛ

˔
判
定
基
準
ʢ
̑
ਓ


ఆ
ɾ
ධ
Ձ
ʣɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹʢ
̐
ਓ


ఆ
ɾ
ධ
Ձ
ʣ

❺
自
由
練
習
で
技
を
試
す

気
　
気
迫
の
あ
る
発
声

気

剣
　
打
突
部
で
打
突
部
位
を
捉
え
る

●
　
×
　
○

体
　
姿
勢
・
体
・
足
の
出
と
残
心

剣
　
　
　
　
体

・
打
ち
方

正
面
・
左
右
面
打
ち
・
胴
（
右
）

小
手
（
右
）

・
打
た
せ
方

隙
が
で
き
た
と
き
（
剣
先
が
開
く
・

上
が
る
・
手
元
が
上
が
る
）

˔
判
定
基
準

審

●
　
×
　
○

審

気
大
き
な
声

剣
打
突
部
位
を
打
つ

体
姿
勢
と
残
心

❸
基
本
と
な
る
技
 ・
 基
本
打
突
の
段
階
的
練
習

打
っ
た
り
受
け
た
り

す
る
な
ど
の
攻
防
を

展
開
す
る

❸
自
由
練
習
で
技
を

試
す

・
打
ち
方
・
打
た
せ
方

・
相
手
の
隙
を
見
付
け
る
・
隙
を
つ
く
る

・
か
か
り
練
習
・
約
束
練
習

歴
史
や
特
性
に
触
れ
、礼
法
を
学
ぶ
段
階

着
装
・
結
束
を
学
ぶ
段
階

基
本
動
作
・
技
を
学
ぶ
段
階

技
を
学
び
・
技
を
試
す
・
判
断
す
る
段
階

相
手
を
尊
重
し

伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
る

正
面
打
ち

体
（
姿
勢
）

残
　
心



��

剣　　道

ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ 　r˗౷తͳߦಈのํΛकΓɺ҆શʹྀͯ͠͠ྗڠऔΓΉ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗౷తͳํ͑ߟߦಈのํΛཧղ͠ৗੜ׆ʹੜ͔͢ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

配当時間 1/10

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント
●評価（評価方法）

導
入
5
分

˞४උ
˔Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉
↓

ʓѫࡰΛؾݩΑ͘ߦΘͤΔɻ
ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ

❶集合・整列・挨拶
❷本時の学習内容と課題の確認

展
開
35
分

❸オリエンテーション
ಓΛֶश͢ΔҙٛͶΒ͍˔
ํ͑ߟಛੑɺ౷తͳ࢙ྺ˔

①歴史と特性
〈歴史・戦国時代（鎧・刀）〉
ಓ۩ʢ۩ʣɹɾ˔
˔の໊শ
˔の҆શͳऔΓѻ͍
ʪ特性・運動課題ʫ
˔༗ޮ打ಥʢҰຊʣ

②礼法（禮）
˔̏ͭのྱ 	ಓɾઌੜɾؒ 

˔ಓのग़ೖΓのํ

˔ཱྱʢ̎ਓʣ

˔ਖ਼࠲ʢ࠲Γํɾཱちํʣ
ʢ̎ਓʣྱ࠲˔

❹剣道遊びの体験 ( ２人組 )
˔ϘʔϧΛ打ͭ

˔υϦϒϧ

一 斉
↓

ペ ア
↓

ʓಓֶशのྲྀΕʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ʓզ͕ݻࠃ༗のจԽͰ͋ΔಓのֶशΛ͢
Δ͜ͱɺࣾࡍࠃձͰੜ্͖͍ͯ͘Ͱ༗
ҙٛͰ͋Δ͜ͱɻ

ʓಓʹྱ๏Λʹ͚ΔͳͲɺਓؒͱ
ͯ͠·͍ࣗ͠ܗݾΛॏ͢ࢹΔํ͑ߟ
͕͋Δ͜ͱΛཧղͤ͞Δɻ

ʓのऔΓѻ͍҆શݕのϙΠϯτΛ
આ໌͠ɺނࣄࢭのͨΊのଋࣄΛ֬ೝ
͢Δɻ

ʓ༗ޮ打ಥʢҰຊʣの݅ʹ͍ͭͯཧղ͞
ͤΔ

ʓಓの౷తͳߦಈのํΛ
ɹཧղͤ͞Δɻ

ʓʮ࠲ࠨӈىʯʹΑΓɺࠨ͔Β࠲Γӈ
Ͱཱͭߦಈ༷ࣜΛʹ͚ͤ͞Δɻ

ʓࣜܗతͳྱʹͳΒͳ͍Αうʹɺ૬खの
Λ࣋ؾͯݟちΛ߹ΘͤߦΘͤΔɻ

ʓྱのํ͍ߦΛཧղͨ͠Β̎ਓͰਖ਼ର͠
૬ޓのྱΛߦΘͤΔɻ

ʓಓのಈ͖ʹ͍ۙ༡ͼのମݧΛͤ͞ಓ
Λֶָ͘͠ͼɺڵຯؔ৺ΛもͨͤΔɻ

ʓ̎ਓͰɺ૬ख͕͍ͯͬ࣋ΔϘʔϧΛ
ਅ͙ͬʹৼΓ͔Ϳͬͯ打ͨͤΔɻ

ʓϘʔϧのத৺Λ打ͨͤΔɻ
ʓਕےਖ਼͘͠࿈ଓͰϘʔϧΛ打ͨͤΔɻप
Γの҆શʹཹҙ͠ߦΘͤΔɻ

❹ɺଞʹ৽ฉΓͳͲ͕͋Δɻ

【知識・理解】
ಛੑΛཧղ͍ͯ͠Δɻʢֶ࢙ಓのྺ˔
शϊʔτʣ

☆竹刀の安全点検
ɹの͘͞͞Εɾݭの؇Έɾઌֵのഁଛ

【関心・意欲・態度】
˔૬खΛଚॏ͠ɺ౷తͳߦಈのํΛक
Δ͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯΔɻ	؍ 


整
理
10
分

❺本時の学習の反省と評価

❻片づけ 
❼正座・礼

一 斉
↓

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓؒのൃදʹ͍ͭͯࣗの͑ߟΛ·ͱΊ
ͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹྀͯ͠͠ྗڠย͚ͮΔɻ
ʓֶΜͩྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆剣道に対するマイナスイメージ
や不安をいだいている生徒もい
ることから、言葉かけをしなが
ら剣道の良さや魅力に気づかせ
る。

☆剣道の伝統的な考え方、行動の
仕方があり、剣道は「礼に始ま
り、礼を以って行い、礼に終わ
る」という考え方を重視し、常
に相手を尊重し行わせる。

☆他のスポーツにはない打つ前、
打つ動作、打った後までが求め
られる特徴があることを理解さ
せる。

☆ボールを打つ強さ、早さ、捉え
るタイミングなどを体感させ
る。

☆学んだ礼法を、日常生活でも実
践できるように促す。

剣道の歴史と特性を理解し、礼法を身に付けよう

本時の
目　標
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

配当時間 2/10

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺΛ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉
↓ ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ

ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢπʔεςοϓɾલޙ
ߦɺ४උମૢΛ͍ߦӈʣͳͲのಈ͖Λࠨ
ΘͤΔɻ
ʓಓͰߴ·ΔମྗΛཧղ͠ɺහডੑΛߴ
ΊΔӡಈΛߦΘͤΔɻ

ʓֶΜͩྱ๏ΛֶߍՈఉͰ࣮ફͰ͖͔ͨ
֬ೝ͠ྱのৗԽΛଅ͢ɻ

【知識・理解】
˔の໊শಓͰߴ·Δମྗʹ͍ͭͯ
ཧղ͠ॻ͖ग़͍ͯ͠Δɻʢֶशϊʔτʣ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

展
開
30
分

❺主運動
①基本動作
ɾૹΓ͑ߏ˔
˔ମ͖͞ɾ৺
˔
˔ࣗવମ
˔खͰલࠨޙӈ

˔खのجຊಈ࡞υϦϧ
˔ૹΓˠ͢Γˠ౿ΈࠐΈˠ
৺ʢਖ਼໘ɾখखɾʣ

②対人で一連の基本動作
ࢠঊͱఋࢣ˔

③剣道具の着装と結束
ਨΕͱ
ಓ۩のஔ͖ํ˔
˔ண
˔֎͠ํͱ݁ଋ
˔ऩೲのํ

一 斉
↓

ペ ア
↓

一 斉
↓

グループ

一 斉

ʓجຊಈ࡞のॏཁੑΛཧղͤ͞Δɻ
ʓഎےΛ৳͠ɺ྆खΛମଆʹ͓Ζ͠ɺແ
ཧのͳ͍࢟ΛͱΒͤΔɻ
ʓࣗવମ͔ΒखͰᢌલʹͤ͑͞ߏΔɻ
1ૹΓʮϠʔϠʔϠʔʯ
ɹのൃͰ̏า߈Ίͯલਐ

2खͰૹΓ̏า
ɹൃϝϯϝϯϝϯ

3̏าϠʔのൃͰ͢Γ
4̍าʮϝϯʯのൃͰ
ɹ౿ΈࠐΜͰ

5ӈΛ࣠ʹ৺Λࣔ͢
1ʙ5Λಉ༷ʹʮίςʯɾʮυʔʯ

ʓཱݩちʢࢣঊʣࣃΕのྑ͍߸ྩΛ͔
͚ɺ͔͔Γखʢఋࢠʣ߸ྩʹै͍લޙ
৺·ͰのҰ࿈のӈɺ໘ɺখखɺɺࠨ
ಈ࡞Λ૬खͱΛͣ͞ɺٵݺΛ߹Θͤ
ΘͤΔɻߦͯ

ʓ۩ࣗのΛकΔϓϩςΫλʔͰ͋
Δͱಉ࣌ʹɺେͳಓ۩Ͱ͋Δ͜ͱΛཧ
ղͤ͞Δɻ
ʓஸೡʹऔѻ͍ɺ҆શʹྀͤ͞Δɻ

【関心・意欲・態度】
˔ॴɺ༻۩の҆શʹཹҙ͠ɺੵۃతʹऔ
ΓΊ͍ͯΔɻʢ؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
❾正座・礼

一 斉
↓

ʓલਐޙୀͰ໘খखのૉৼΓΛΏͬ͘Γ
େ͖֤͘ ��ຊߦΘͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹྀ͠ย͚ͮͤ͞Δɻ
ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

P.57・58を参照 ▼
☆竹刀の握り方を変えないように
真っ直ぐに大きく振りかぶり、
振り下ろすように行わせる。

☆①送り足などの基本動作は、リズ
ムに合わせて行うことで意欲的に
取り組める。

☆基本動作である、体さばきは相手
に打突したり、かわしたり、相手
の打突を防ぐための身のかわしな
ど、打つ際の足の運び方のことで
あり、その基礎となるのが足のさ
ばき方であることを理解させる。

☆剣道には結びの文化があること
を理解させる。

☆いったん着けた剣道具は取れな
いように着装させる。

☆左足（後足）が遅かったり残った
りしないように素早く引き付けさ
せる。

☆有効打突の理解
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正しく

打突する
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

基本動作（構え、目付、体さばき、踏み込み動作）を身に付けよう

正面は頭上から肩の高さ
小手は顔前からへその高さ
胴は頭上から斜め45度の角度
相手の右胴で止める

ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ 　r˗ॴ༻۩の҆શʹྀ͠ɺͯ͠ྗڠऔΓΉ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗の໊শ剣道ͰߴΊΒΕΔମྗʹ͍ͭͯཧղ͠ɺੵ తʹऔΓΉۃ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺΛண͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱؒ࣌͠ྗڠʹਨͱΛணͤ͞
Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔खʹΑΔ߈ʢහডੑʣ
˞の҆શ֬ೝ

一 斉
↓

グループ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺΛߦΘͤΔɻ
ʓखʹΑΔ߈ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

❺主運動
①構えと目付け（竹刀使用）
˔தஈの͑ߏͱ͚ʢ̎ਓʣ

ͱೲΊํʢ᪬ํ͑ߏ˔
ͦΜ
᪘
͖ΐ
ʣ

˔ૉৼΓʢۭؒ打ಥʣ
˔のѲΓํ

②打ち方と打たせ方
˔打ಥ෦Ґの֬ೝ
˔ஈ֊తͳ打ಥ

③約束練習
˔ϦζϜʹͬͯ打ͭ
ʢ͔͔Γखʣࢠちʣͱఋཱݩঊʢࢣ˔

一 斉
ペ ア

ʓ૬खͱਖ਼ର͠ɺΛ߹ΘͤͯྱΛͯͬߦ
͔Βதஈʹͤ͑͞ߏΔɻ

ʓの͑ߏମॏの͔͚ํʹҙͤ͞Δɻ

ʓૉৼΓɺࠨखͰৼΓ্͛のҠಈͱͱ
もʹৼΓԼΖͤ͞Δɻ

ʓۭؒ打ಥʢਖ਼໘打ちɺখख打ちɺ打ちʣ
Λཧղͤ͞ߦΘͤΔɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺの打ಥҐஔの֬ೝ͠ɺ打
ͨͤํΛߦΘͤΔɻ

ʓϦζϜʹͬͯਖ਼໘ɺখखɺΛ̒ຊͣ
ͭ打ち߹ΘͤΔɻ

ʓલਐޙୀʴ打ち
ʓࢣঊͱఋࢠのؔͰɺجʹ͍ޓຊಈ࡞Λ
ຊͱͳΔٕΛ打ͨͤΔɻجɺ͍ߦ

【運動の技能】
˔߸ྩಈ͖ʹ߹Θͤͯجຊಈ͕࡞Ͱ͖Δɻ
ɹʢ؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺ্ԼૉৼΓΛେ͖͘
Ώͬ͘Γͱମのத৺Λʢਖ਼தઢʣΛ௨͠
ͯ ��ຊৼΒͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹྀ͠ย͚ͮͤ͞Δɻ
ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

P.57を参照 ▼

☆竹刀の握り方を変えないように
真っ直ぐに大きく振りかぶり、振
り下ろすように行わせる。

☆後足が残らないように素早く引き
付けさせる。

☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身に付けさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

☆ネリーブライなどの曲に合わせて
行わせ、後足の引き付けを意識さ
せる。

☆師匠（元立ち）の号令や動きに対
して、体さばきなどの基本動作を
行い基本となる技を打たせる。

相手と気を合わせて、基本となる技の打ち方を身に付けよう

その場打ち→前進後退で打つ→踏み込
んで打つ→残心

தஈのߏ ʢ͑ਖ਼໘ʣ

配当時間 3/10

☆剣道では、相手と正対し目を合わ
せる、気を合わせることが基本的
な考え方であることを理解させ
る。

☆中段の構えが攻防に適している構
えであることを理解させる。

☆振りかぶりが小さく剣先が両こぶ
しの高さより下がらないようにさ
せる。

ʲӡ ಈ の ٕ  　r˗߸ྩ૬खのಈ͖ʹ߹Θͤͯجຊಈ͕࡞Ͱ͖Δ
本時の
目　標

ਖ਼໘ খख

ʢଆ໘ʣ
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱؒ࣌͠ྗڠʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

【関心・意欲・態度】
ؒͱͯ͠ྗڠɺ҆શʹಓ۩ʢ۩ʣΛ
ண͚͍ͯΔɻʢ؍ʣ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈ
ɹʢૹΓˠ͢Γˠ౿ΈࠐΈˠ৺ʣ
のجຊυϦϧਖ਼໘ɺখखɺΛߦΘͤΔɻ

ʓखʹΑΔ߈ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

❺主運動
˔ஔ͖ํ

①面と小手を着装する
˔ؒ߹

②打たせ方
˔ਖ਼໘ɺখखɺの打ͨͤํ

③正面の段階的な打ち方

一 斉
ペ ア

ペ ア

ʓख১の͚ͭํͱ໘のணɺখखのணʹ
͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ʓ̎ਓͰ͠ྗڠ߹͍ணͤ͞Δɻ

ʓؒ߹ʢ૬खͱࣗのڑʣԕؒɾҰҰ
のؒ߹ʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ʓ߈ΊΔ͜ͱʹΑΓ͕ܺͰ͖Δ͜ͱΛཧղ
ͤ͞Δɻ

ʓ打ͨͤํʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻ
ɹʢ͕ܺͰ͖ΔɾܺΛ༩͑Δʣ
ɹɹɹɹɾ剣先が右に開く˰ਖ਼໘
攻め˰ɾ剣先が上がる˰ӈখख
ɹɹɹɹɾ手元が上がる˰ӈ
ʓجຊͱͳΔٕΛஈ֊తͳ打ちํΛཧղ͠
ΘͤΔɻߦ
ʓ打ちͱֻ͚͕Ұக͢ΔΑうʹߦΘͤΔɻ
⨎打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2ҰҰ͔ΒૹΓͰ̏ճ打ͭ
3ҰҰのؒ߹ʹ߈Ίೖͬͯ౿ΈࠐΜͰ
打ͭˠ৺ˠΓͳ͕Β打ͭ

ʓࠨのҾ͖͚ʹҙͯ͠ߦΘͤΔ

【知識・理解】
˔૬खのಈ͖ʹԠͨ͡جຊ打ಥのํ͍ߦΛ
ཧղ͍ͯ͠Δɻʢֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
ಓ۩の݁ଋ๏˔
❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹྀ͠ย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆互いによりよい技を目指し互いに
高めあうことの大切さに気付かせ
る。

☆横に並べた小手の上に面をのせ、
自分の右斜め前に置かせる。

☆面はかぶって物見を合わせる、後
ろで結んだら４本のひもを揃え
る、耳抜きをするなどのポイント
を理解させる。

☆小手は、左小手から着け、次に右
小手を着ける（外すときは右→
左）順序が文化としてあることを
理解させる。

☆「攻め」とは、遠い間合いから１
歩前へ出て一足一刀の間合に入る
など積極的に仕掛けることで、相
手がこちらの攻めに対し何らかの
反応や変化を示した時に初めて攻
めとなることを理解させる。

☆基本となる技を身に付けるために
は、打つ方も大切だが、むしろ打
たせる側の打たせ方の間合、隙の
与え方のタイミング、体のさばき
などで有効打突になることを理解
させる。

面の隙ができたところを見つけ正面を打ってみよう

遠間  →  １歩進んで攻める  →  一足一刀の間  →  打突→  残心

面を打て

配当時間 4/10
ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ 　r˗ؒͱͯ͠ྗڠɺ҆શʹ剣道۩ʢ۩ʣΛண͚Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗૬खʹԠͨ͡جຊଧಥのํ͍ߦΛཧղ͢Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ԕؒ

ҰҰのؒ

ਖ਼໘

1

3

খख

2
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱؒ࣌͠ྗڠʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺΛߦΘͤΔɻ
ʓखʹΑΔ߈ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

❺主運動※面と小手を着装する

①打たせ方
˔ؒ߹ʢҰҰʣ
˔ਖ਼໘ɺখखɺの打ͨͤํ

②小手の段階的な打ち方

˔のஈ֊తͳ打ちํ

③約束練習
ԕؒˠ̍าਐΜͰ߈ΊΔˠ

ҰҰのؒˠ打ಥˠ৺

一 斉
ペ ア

ʓಓ۩のணؒ࣌Ͱਖ਼֬ʹͰ͖ΔΑ
うؒͱߦͯ͠ྗڠΘͤΔɻ

ʓ打ちͱֻ͚͕Ұக͢ΔΑうʹߦΘͤΔɻ
ʓؒ߹ͱ߈Ίʹ͍ͭͯ֬ೝͤ͞Δɻ
ɹԕؒˠ̍าਐΜͰ߈ΊΔˠҰҰのؒ
ˠ打ಥˠ৺

ʓ打ͨͤํʹ͍ͭͯઆ໌͢Δɻʢ͕ܺͰ͖
ΔɾܺΛ༩͑Δʣ

ɹɹɹɾ剣先が右に開く˰ਖ਼໘

攻め˰ɾ剣先が上がる˰ӈখख

ɹɹɹɾ手元が上がる˰ӈ

ʓجຊͱͳΔٕΛஈ֊తͳ打ちํʹΑΓཧ
ղͤ͞Δɻ

1ͦのͰ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2ҰҰのؒ߹͔Β̏ճ打ͭ
3ҰҰのؒ߹͍ʹ߈ΊͯೖΓ౿ΈࠐΜ
Ͱ打ͭˠ৺ˠΓͳ͕Β打ͭ

ˡମ͖͞ΛߦΘ
ͤͯɺখखͱಉ༷ʹ
ΘͤΔɻߦ

˞ମΛ͍ͯ͞ൈ͚ͤ͞৺Λࣔͤ͞Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺΛʮʓʓΛ打ͯʯの߸ྩ
Ͱཱݩち͕ܺΛ༩͑打ͨͤΔɻ

【運動の技能】
˔ਖ਼໘ɺখखɺの打ͨͤํのجຊಈ͕࡞
Ͱ͖͍ͯΔɻʢ؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 
ಓ۩の݁ଋ๏˔
❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆約束練習で、打たせる側は、相手
の攻めに対して、打突部位を開け
るようにさせ、一打一打を確実に
行わせる。

☆打つ、打たせて気づいたことを発
表させ、学習の安全への配慮など
に気付かせる。

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身に付けさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

☆横に並べた小手の上に面をのせ、
自分の右斜め前に置かせる。

☆面はかぶって物見を合わせる、後
ろで結んだら４本のひもを揃え
る、耳への圧迫を取るなどのポイ
ントを理解させる。

☆小手は、左小手から着け、次に右
小手を着ける（外すときは右→
左）順序が文化としてあることを
理解させる。

☆基本となる技を身に付けるために
は、打つ方も大切だが、むしろ打
たせる側の打たせ方の間合、隙の
与え方のタイミング、体のさばき
などで有効打突になることを理解
させる。

正面、小手、胴の隙ができたところを見つけ打ってみよう

小手を打て
面を打て

胴を打て

配当時間 5/10
ʲӡ ಈ の ٕ  　r˗ਖ਼໘ɺখखɺのଧͪํɺଧͨͤํのجຊಈ͕࡞Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ਖ਼໘ খख

1

1

3

3

2

2
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

）
時
配

学習内容と活動 学習
形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法

●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱؒ࣌͠ྗڠʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ
ɹਖ਼໘ɺখखɺΛߦΘͤΔɻ
ʓखʹΑΔ߈ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண͢Δ
❺主運動
①既習練習
ຊͱͳΔٕのஈ֊త࿅शج˔
ɹʢਖ਼໘ɾখखɾʣ
˔ଋ࿅श

②技のできばえを競う判定試合（絶対評価）
˞̑ਓͰϩʔςʔγϣϯ

③自由練習
˞��ඵʷ�ճ

一 斉
ペ ア

５人組

ペ ア

ʓಓ۩ɺの҆શΛ֬ೝ͢Δɻ
ʓਖ਼໘ɺখखɺのஈ֊తͳ打ちํΛ֬ೝ
ΘͤΔɻߦ͠

1ͦのͰ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2ҰҰのؒ߹͔Β̏ճ打ͭ
3ҰҰのؒ߹͍ʹ߈ΊͯೖΓ౿ΈࠐΜ
Ͱ打ͭˠ৺ˠΓͳ͕Β打ͭ
ʓਖ਼໘ɺখखɺΛʮʓʓΛ打ͯʯの߸ྩ
ͰܺΛ༩͑打ͨͤΔɻ

ʓ༗ޮ打ಥΛΊͯ͟͠ߦΘͤΔɻ
ʓఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟ɺମɺのग़ͱ৺
ʓओ৹ʹେ͖ͳͰ߸ྩΛ͔͚ͤ͞Δɻ
ɾྱˠ͡ΊˠఆˠྱˠධՁʢઆ໌ʣ

ʓࣗ༝࿅शͰֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখखɺのٕ
Λੵۃతʹग़ͯ͠߈Λͤ͞Δɻ
ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ߦΘͤΔɻ

【思考・判断】
˔ؒの༗ޮ打ಥʹ͢ΔϙΠϯτΛ͚ͭݟ
͍ͯΔɻʢֶशΧʔυʣ

【知識・理解】
˔༗ޮ打ಥの݅ΛͨͬݴΓॻ͍ͨΓͯ͠
͍Δʢֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆互いに良いところを認め合い、相
手に伝えられたか確認させる。

☆自分の好きな技は何か、また、自
由練習をしてみて技を出せたか、
真の勇気について気付かせる。

☆打たせ方について確認する。
（隙ができる・隙を与える）
正面…剣先が開く（右方向へ）
小手…�剣が上がる（右小手を打た

せる）
胴…�手元が上がる（右胴を打たせ

る）
※体をさばいて抜けさせ残心を示さ
せる。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴の基本となる技の
ポイントを身に付けさせる。

☆手刀で正対しリーダーの出す技に
対して敏速に反応して技を出し合
い攻防を楽しませる。

一本打ちの技（正面、小手、胴）を有効打突（一本）に決めよう

隙を
見つけ

ؾ
˛ɹʷɹ˚
ମɹɹɹ

配当時間 6/10
ʲࢥ ߟ ・  அ 　r˗༗ޮଧಥʹͳΔϙΠϯτΛ͚ͭݟΔ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗༗ޮଧಥの݅ΛཧղͰ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱ͠ྗڠɺؒ࣌ʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

【思考・判断】
ֶशͨ҆͠શ্のཹҙΛֶश໘Ͱ͋ͯ

Ί͍ͯΔɻʢ؍ɺֶशϊʔτʣ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠਖ਼໘ΛߦΘͤΔɻ
ʓखʹΑΔ߈ͰɺහডੑΛߴΊΔӡಈ
ΛߦΘͤΔɻ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண͢Δ
❺主運動
①既習練習（各技を２本づつ）
˔ਖ਼໘ɺখखɺの打ち͜Έ࿅श

②二段の技（小手→正面）
˔打ちํͱ打ͨͤํ

②技のできばえを競う判定試合
˞̏ਓͰϩʔςʔγϣϯ
˔ྱˠ͡ΊˠఆˠྱˠධՁ

③自由練習
˞��ඵʷ̏ճ

ペ ア

３人組

ペ ア

ʓಓ۩ɺの҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺの̒ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ

ʓ࿈ଓٕ࠷ॳの打ಥ͕ࣦഊͨ͠ͱ͖ʹɺ
͕ܺੜͨ͡෦ҐΛଈ࠲ʹ打ٕͭΛ࿈ଓٕ
ͱ͍͍ɺ͜のଞʹখखˠͳͲのٕ͕͋
Δ͜ͱΛཧղͤ͞Δɻ

ʓೋஈ打ちの౿ΈࠐΈɺ౿ΈΓのҾ
͖͚ʹ͍ͭͯॏతʹઆ໌͢Δɻ

ʓ打ͨͤํʹ͍ͭͯ֬ೝͤ͞Δɻ
小手ʜ্͕͕ΔʢӈখखΛ打ͨͤΔʣ
正面ʜઌΛ։͘ʢӈํʣ

ʓখखˠਖ਼໘のஈ֊త࿅शΛߦΘͤΔɻ
1ͦのͰ打ಥ෦ҐΛ̏ճ打ͭ
2ҰҰのؒ߹͔Β̏ճ打ͭ
3ҰҰのؒ߹͍ʹ߈ΊͯೖΓ౿ΈࠐΜ
Ͱ打ͭˠ৺ˠΓͳ͕Β打ͭ

ʓఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟ɺମɺのग़ͱ৺

ʓࣗ༝࿅शͰֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখखɺのٕ
Λੵۃతʹग़ͯ͠߈Λͤ͞Δɻ

ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ɺߦΘͤΔɻ

【関心・意欲・態度】
৹ͳͲの୲ׂͨ͠ΛՌͨͦه˔
うͱ͍ͯ͠Δɻʢ؍ɺֶशのϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆攻めて相手の右小手を打ち、相手
が竹刀を開いたり、手元を下げて
防いだりしたところをすかさず面
を打つようにさせる。

☆特に小手を打った後の、後足の引
き付けを素早く行うことで、面の
踏込が上手くできることを理解さ
せる。

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴、小手→面のポイ
ントを身に付けさせる。

☆打たせる側は小手を打たせた後に
１歩退いて面の打ち間をつくり右
に体をさばき抜けさせる。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

二段の技（小手→正面）を有効打突（一本）に決めよう

☆互いに良いところを認め合い、相
手に伝えられたか確認させる。

☆自分の好きな技は何か、また、自
由練習をしてみて技を出せたか、
真の勇気について気付かせる。

配当時間 7/10
ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ 　r˗ه৹ͳͲのׂ୲ΛՌͨ͢ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲࢥ ߟ ・  அ 　r˗学習ͨ҆͠શ্のཹҙΛ学習໘Ͱ͋ͯΊΔ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ਖ਼໘

খख
ˣ

小手面
を打て
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱ͠ྗڠɺؒ࣌ʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ
ɹਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠ໘ɺҾ͖໘Λߦ
ΘͤΔɻ
ʓखʹΑΔ߈ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண͢Δ
❺主運動
①既習練習（各技を２本づつ）
˔ਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠ໘の打ちࠐΈ࿅
श

②しかけ技（引き面）
˔௳ͥΓ߹͍ˠҾ͖໘

˔໘ˠ௳ͥΓ߹͍ˠҾ͖໘

③自由練習
˞��ඵʷ�ճ

ペ ア

３人組

ペ ア

ʓಓ۩ɺの҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺの̔ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ

ʓ૬खͱѲखのڑʹۙ͠ɺ௳ͱ௳ͱ͕
ͤΓ߹うঢ়ଶΛཧղͤ͞Δɻ

ʓ打ͨͤΔଆखݩΛԼ͛ɺԼෲ෦ʹྗΛ
ೖΕࠊΛཱͯͯମͨΓΛड͚ͤ͞Δɻ

ʓҾ͖໘のஈ֊త࿅शΛߦΘͤΔɻ
1打ಥ෦Λ̏ճ打ͭ
2௳ͥΓ߹͍͔ΒҾ͖ͳ͕Β打ͭˠ৺̏
ճ

ʓૹΓɺ·ͨ։͖Ͱɺํޙ·͕ͨࣼ
ΊํޙʹҾ͖ͳ͕Β໘Λ打ͨͤΔɻ

ʓ打ͬͨޙの่͕࢟Ε͍͢のͰɺਖ਼͠
৺͚ͯʹઌΛ૬खͰମͱ͍࢟
Λࣔͤ͞Δɻ

ʓशख़͢ΔʹͭΕɺҰ࿈のಈ࡞ͱͯ͠େ͖
打ͭΑうʹͤ͞Δɻ͘ڧ͘ૣ͘

ʓࣗ༝࿅शͰֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখखɺのٕ
Λੵۃతʹग़ͯ͠߈Λͤ͞Δɻ
ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ɺߦΘͤΔɻ

【運動の技能】
˔ࣗ༝࿅शͰɺطशのٕΛੵۃతʹ打ͱう
ͱ͍ͯ͠Δɻʢ؍ʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ
ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ
ʓ҆શʹྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆引き技は、体当たりや鍔ぜり合
い、または攻めによって相手の構
えが崩れ、隙が生じたところをす
かさず退きながら打つ技で引き面
や引き胴などの技があることを理
解させる。

☆男女差、体格差、体力差などを配
慮し、暴力的な鍔ぜり合いになら
ないよう配慮させる。

☆引き技は、打突を行う際の間合い
や足さばきのタイミングを工夫さ
せる。

☆退きながらの打ちは、前へ出ての
打ちより打ちが弱いので、手の内
をきかせて大きい動作で打たせ
る。

☆後足を素早く引き付けさせる。
☆正面、小手、胴、小手→面、引き面
のポイントを身に付けさせる。

☆自由練習では、恐怖心を打ち破る
真の勇気をもって攻める気持ちで
行わせる。

☆自由練習で技を出せたか、間合に
ついて気付いたことを発表させる。

鍔ぜり合いで生じた隙に対して引き技を決めよう

配当時間 8/10
ʲӡ ಈ の ٕ  　r˗ࣗ༝࿅習Ͱɺط習のٕΛੵۃతʹଧͭ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉
グループ

ʓؒͱ͠ྗڠɺؒ࣌ʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ

ɹਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠ໘ɺҾ͖໘Λߦ
ΘͤΔɻ

ʓखʹΑΔ߈ͰහডੑΛߴΊΔӡಈΛ
ΘͤΔɻߦ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண͢Δ
❺主運動
①既習練習（約束練習）
˔ਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠ໘֤̎ຊ
˔໘ମͨΓҾ͖໘̏ຊ

②応じ技（抜き技）「面抜き胴」
ɾମΛӈʹ͘͞ɾ໘ൈ͖

③面抜き胴の判定試合
˞̏ਓͰϩʔςʔγϣϯ
˔ྱˠ͡ΊˠఆˠྱˠධՁ

③自由練習
˞��ඵʷ�ճ

ペ ア

３人組

ペ ア

ʓಓ۩ɺの҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺの̔ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ
ʓ໘ɺମͨΓɺҾ͖໘ɺ̏ຊ࿈ଓ打ちΛ
ΘͤΔɻߦ

ʓ૬खのٕʹରͯ͠Ԡ͡ɺͦのٕΛ͔Θ͠
ͯ打ٕͭͰ͋Δ͜ͱΛཧղͤ͞Δɻ

ʓ໘ൈ͖のஈ֊త࿅शΛߦΘͤΔɻ
1ૹΓͰ̍าࣼΊӈʹମΛ͘͞
2ਖ਼ର͠໘ൈ͖Λ打ちؒのதͰ̏ճ
3打ͨͤΔଆ໘Λ打ちࠐΈɺ打ͭଆൈ
͖Λ౿ΈࠐΜͰ打ͬͯ৺Λࣔ͢

ʓ໘ൈ͖̏ຊউෛ
ʓఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟ɺମɺのग़ͱ৺

ʓࣗ༝࿅शͰɺࠓ·Ͱֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখ
खɺɺখखˠ໘ɺҾ͖໘ɺ໘ൈ͖の
ٕΛੵۃతʹग़ͯ͠߈Λͤ͞Δɻ

ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ߦΘͤΔɻ

【思考・判断】
˔໘ൈ͖のϙΠϯτΛ͍͚ͯͭݟΔɻ
ɹʢ؍ɾֶशϊʔτʣ

【関心・意欲・態度】
Λ༻͍ͳ͍Ͱɺ҆શʹཹҙ͠ɺ࿅ٕ͡ې˔
श͍ͯ͠Δɻʢ؍ɺֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆抜き技は、相手の打ちこみに対し
て、体をかわして相手に空を打た
せて打つ技である。

☆相手が面を打とうとする瞬間、送
り足で斜め右前に大きく踏み出
し、すれ違いながら相手に空を打
たせて右胴を打つようにさせる。

☆打つ時は両肘を十分前に伸ばし手
の内を返して平打ちにならないよ
うにさせる※この他に小手抜き面
などの技があることを理解させ
る。

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

面に対して体をさばいて胴を有効打突（一本）に決めよう

☆学習の中で仲間と良いところを認
め合い、相手に伝えられたか確認
させる。

☆自由練習で技を出せたか、間合に
ついて気付いたことを発表させる。

配当時間 9/10
ʲؔ৺・ҙཉ・ଶ 　r˗ٕ͡ېΛ༻͍ͳ͍Ͱɺ҆શʹཹҙͯ͠࿅習͢Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗ൈ͖ٕʢ໘ൈ͖ʣのϙΠϯτΛཧղ͠՝ʹԠͨ͡学習͕Ͱ͖Δ

本時の
目　標

ˣ
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

時
配 学習内容と活動 学習

形態 ○指導上の留意点 ☆指導のポイント・つまずきの解決法
●評価（評価方法）

導
入
10
分

˞४උ
˔ɺਨɺɺ໘Λ४උ͠ू߹
˔ମҭϊʔτʹ՝Λهೖ

一 斉 ʓؒͱؒ࣌͠ྗڠʹਨͱΛண͞
ͤɺの҆શΛ֬ೝͤ͞Δɻ

❶集合・正座・礼
❷本時の学習内容と課題の確認
❸準備運動
˔̏ؒશ࿈ଓӡಈ
˔४උମૢ
❹補強運動・補助運動
˔හডੑΛߴΊΔӡಈ

グループ ʓ݈؍߁ɺ֬ೝΛߦうɻ
ʓ̏ؒの࿈ଓӡಈʢૹΓˠ͢Γˠ౿
ΈࠐΈˠ৺ʣのجຊυϦϧ
ɹਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠ໘ɺҾ͖໘Λߦ
ΘͤΔɻ
ʓखʹΑΔ߈ͰɺහডੑΛߴΊΔӡಈ
ΛߦΘͤΔɻ

展
開
30
分

˞໘ͱখखΛண͢Δ
❺主運動
①グループ別約束練習
˔ਖ਼໘ɺখखɺɺখखˠ໘֤̎ຊ
˔໘ମͨΓҾ͖໘̏ຊ
˔໘ൈ͖̏ຊ

②自由練習
˞ඵʷ̏ճ

③ポイント制の試合
˞̐ਓͰϩʔςʔγϣϯ
˔ྱˠ͡ΊˠఆˠྱˠධՁ

グループ

４人組

ʓಓ۩ɺの҆શΛ֬ೝ͢Δɻ

ʓਖ਼໘ɺখखɺの̔ຊ打ちΛߦΘͤΔɻ
ʓ໘ମͨΓҾ͖໘̏ຊ࿈ଓ打ちΛߦΘͤ
Δɻ
ʓ໘ൈ͖Λ૬ޓʹ̏ຊߦΘͤΔɻ

ʓࣗ༝࿅शͰɺࠓ·Ͱֶशͨ͠ਖ਼໘ɺখ
खɺɺখखˠ໘ɺҾ͖໘ɺ໘ൈ͖の
ٕΛੵۃతʹग़ͯ͠߈Λͤ͞Δɻ
ʓৗʹ૬खΛଚॏ͠ߦΘͤΔɻ

ʓఆج४Λ໌֬ʹͤ͞Δɻ
ʢ̍ʣେ͖ͳ
ʢ̎ʣ打ಥ෦Ͱ打ಥ෦ҐΛଊ͑Δ
ʢ̏ʣ࢟ɺମɺのग़ͱ৺
˞༗ޮ打ಥ͕ͳ͍߹ੵۃతʹ߈Ίٕͯ
Λग़͠ɺ༗ޮ打ಥʹ͍ٕ͕ۙଟ͍ํΛউ
ऀͱఆͤ͞Δɻʢઆ໌ʣ

ʓࢼ߹ํ๏Λཧղͤ͞Δɻ
ɹؒ࣌ɿ��ඵ
ɹํ๏ɿؒ࣌উෛ
ɹׂɿओ৹ʢఆʣ෭৹̍ਓʢຊʣ

【運動の技能】
˔͔͚ٕ͠Ԡٕ͡のجຊͱͳΔٕΛ༻͍
ͯ打ͬͨΓɺड͚ͨΓ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ɹʢ؍ʣ

【思考・判断】
ཧղ͍ͯ͠Δɻ͍ͯͭʹํ͍ߦの߹ࢼ˔
ʢֶशϊʔτʣ

整
理
10
分

❻整理運動（全身連続運動）

❼本時の学習の反省と評価

❽片づけ 

❾正座・礼

一 斉 ʓٵݺΛ͑ͳ͕Βɺେ͖͘Ώͬ͘Γͱ໘
打ちΛ̑ຊ࿈ଓͯ͠打ͨͤΔɻ

ʓֶशϊʔτʹຊ࣌の՝ʹ͍ͭͯࣗݾධ
Ձ͠هೖͤ͞Δɻ

ʓ҆શʹྀ͠ɺย͚ͮͤ͞Δɻ

ʓྱ๏ΛஸೡʹߦΘͤΔɻ

☆既習の練習や攻防を楽しむ場合、
互いの間合や技を打つ機会、タイ
ミングなどを大切に取り組ませ
る。

☆約束練習は、打たせる側は、相手
の攻めに対して、打突部位を開け
るようにさせ、一打一打を確実に
行わせる。また、良い点や改善す
べき点を指摘し合いながら行わせ
る。

積極的に技を出して、有効打突（一本）に決めよう

☆有効打突の条件
気…気迫のある大きな声
剣…�打突部位を打突部で刃筋正し

く打つ
体…体さばき、足さばき、姿勢
残心…打突後の身構え、気構え

☆試合などで誰もが湧き上がる感情
を抑え、負けた人の心を汲み取る
惻隠の情の考え方について理解さ
せる。

☆試合で技を出せたか、どんな時に
うまく打てたか気付いたことを発
表させる。

配当時間 10/10
ʲӡ ಈ の ٕ  　r˗͔͚ٕ͠Ԡٕ͡のجຊͱͳΔٕΛ༻͍ͯଧͬͨΓɺड͚ͨΓ͢Δ ͱ͕͜Ͱ͖Δ

ʲ ࣝ ・ ཧ ղ 　r˗ࢼ߹のํ͍ߦʹ͍ͭͯཧղͰ͖Δ

本時の
目　標
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剣　　道

「面抜き胴」の判定試合カード（４人用）

試合者 主審 試合者 副審

１ － ２ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ２ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

３ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

３ － ４ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

２ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ３ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

１ － ３ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

２ － ４ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

４ － １ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

４ － １ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ⬗ ） 打突部位（ ⬗ ）

班

員

１

２

３

４

試合の判定ポイント

気…強くて大きな声が出ているか

剣…打突部位を正しく打っているか

体…美しい姿勢・残心（左足）

判定試合の行い方

☆赤が師匠（打たせる側）、白が弟子（打つ側）でスタート

☆主審は「はじめ」と「やめ」で試合を進行する

☆1 人二本打った後、主審が「判定」と言ったら主審

と副審はどちらか良いと思う人の側の手を挙げる

（引き分け無し）

☆主審と副審の判定が分かれた場合は主審の判定を最

終判定とする

☆師匠と弟子を交代する

☆試合終了後、20 秒で評価を行い記録する

（試合後 1 分後、次の試合）

私は、白が勝ちだと

思います、姿勢がき

れい！

私は、赤が勝ちだと

思います。声が出て

いました！ 

有効打突《一本》を見極める力をつけよう！

２ 学習カードの例（見本）
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５章　中学校第１・２学年剣道授業「学習計画」の例

「面抜き胴」の判定試合カード（４人用）

試合者 主審 試合者 副審

１ － ２ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ２ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

３ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

３ － ４ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

２ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ３ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

１ － ３ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

１ － ３ ４
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

２ － ４ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

２ － ４ １
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

４ － １ ２
大きな声・打突部位・美しい姿勢

４ － １ ３
大きな声・打突部位・美しい姿勢

打突部位（ ） 打突部位（ ）

班

員

１

２

３

４

試合の判定ポイント

気…強くて大きな声が出ているか

剣…打突部位を正しく打っているか

体…美しい姿勢・残心（左足）

判定試合の行い方

☆赤が師匠（打たせる側）、白が弟子（打つ側）でスタート

☆主審は「はじめ」と「やめ」で試合を進行する

☆1 人二本打った後、主審が「判定」と言ったら主審

と副審はどちらか良いと思う人の側の手を挙げる

（引き分け無し）

☆主審と副審の判定が分かれた場合は主審の判定を最

終判定とする

☆師匠と弟子を交代する

☆試合終了後、20 秒で評価を行い記録する

（試合後 1 分後、次の試合）

私は、白が勝ちだと

思います、姿勢がき

れい！

私は、赤が勝ちだと

思います。声が出て

いました！ 

有効打突《一本》を見極める力をつけよう！
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લ
ਐ
ޙ
ୀ

❶
リ
ズ
ム
剣
道

　
送
り
足
　
☆

࢛
ํ
Ҡ
ಈ

ʢ
̎
ਓ
ର
໘

Ϧ
ʔ
μ
ʔ
ʹ

߹
Θ
ͤ
Δ
ʣ

❷
連
続
正
面
打
ち

　
対
面
で
　
☆

ͦ
の

࿈
ଓ
લ

ޙ
ʹ
Ҡ
ಈ
ճ


Λ
ܾ
Ί
ͯ
ɺ
ަ

 ྗ
Λ
ൈ
͘

ड
͚
ଆ
の



の
্
Ͱ
ࢭ
Ί
ͯ

❸
礼
法
࠲
ྱ
ཱ
ྱ
ࡾ
ͭ
の
ྱ

❶
リ
ズ
ム
剣
道
の

　
正
面
打
ち
　
☆

ɾ
ड
͚
ख
の



Λ
打
ͬ
ͨ
ॴ
͔

Β
̎
า
ୀ
͖
ߏ

͑
ɺ̍
า
લ
ਐɾ

ߋ
ʹ
લ
ਐ
ਖ਼
໘

Λ
打
ͭ
ɻ

ɾ
̍
า
ޙ
ୀ
͠


৺
Λ
ࣔ
͠
ɺ
ߋ

ʹ
̍
า
ୀ
͖
ݩ

ʹ

Δ
ɻ

ɹ
܁
Γ
ฦ
͢
ɻ

○
小

手
打

ち
も

同
様

に

○
胴

打
ち

も
同

様
に

行
う

❷
竹
刀
の
持
ち
方
の

確
認

❶
リ
ズ
ム
剣
道

લ
࣌
ʹ
ಉ
͡
�ˑ

ؾ

ମ
の
Ұ
க

Λ

ࢦ
͢
ɻ

○
正

面
打

ち

○
小

手
打

ち

○
胴

打
ち

気
（

声
）

剣
（

竹
刀

）
体

（
体

の
出

）
一

致
の

打
ち

❷
判
定
試
合

❶
リ
ズ
ム
剣
道
 ☆

લ
࣌
ʹ
ಉ
͡

○
小

手
・

正
面

・
胴

打
ち

の
回

数
を

決
め

て
グ

ル
ー

プ
で

練
習

す
る

。

❷
判
定
試
合

ά
ϧ
ʔ
ϓ
ର
߅

❶
リ
ズ
ム
剣
道
 ☆

લ
࣌
ʹ
ಉ
͡

❷
ス
キ
ッ
プ
で

　
踏
み
込
み
動
作

❸
踏
み
込
み
動
作
に

よ
る
正
面
打
ち

̎
ਓ

Έ
Ͱ
ɺ

̍
ਓ
͕


Λ

إ
の
ԣ
ਫ
ฏ
ʹ

ܝ
͛
Δ
ɻ

Ұ
ํ
͕
த
ஈ
の

ߏ
͑
͔
Β
̍
า

લ
ਐ
ɻ
࣍
ʹ
౿

Έ
ࠐ
Έ

Ͱ



Λ
打
ͬ
ͯ
௨

Γ
ൈ
͚
Δ
ɻ

❹
判
定
試
合

౿
Έ
ࠐ
Έ
ಈ
࡞
ʹ

Α
Δ
ਖ਼
໘
打
ち

ά
ϧ
ʔ
ϓ
ʹ
Α

Δ

ఆ
ࢼ
߹

❶
リ
ズ
ム
剣
道

　
早
素
振
り
　
☆

ӈ
্
ஈ
の
ߏ
͑

͔
Β
લ

ग़
ͯ

໘
打
ち


Λ

ৼ
Γ
͔
Ϳ
Γ
ͳ

͕
Β
̍
า
ୀ
Δ
ɻ

͜
Ε
Λ
܁
Γ
ฦ

͢
ɻ

❷
踏
み
込
み
動
作
に

よ
る
正
面
打
ち

લ
࣌
の
෮
श

❸
判
定
試
合

౿
Έ
ࠐ
Έ
ಈ
࡞
ʹ

Α
Δ
ਖ਼
໘
打
ち

ά
ϧ
ʔ
ϓ
ʹ
Α

Δ

ఆ
ࢼ
߹

○
木
刀
に
よ
る
基
本
技
稽
古
法

を
用
い
た
展
開

ج
ຊ
̍
ʙ
ج
ຊ
̕

❷
グ
ル
ー
プ
対
抗
試
合

［
最
終
日
］

○
演

武
会

○
評

価

○
講

評

˓


ମ
ૢ
ʢ
ϥ
δ
Φ
ମ
ૢ
ୈ
̎
の
Ϩ
ί
ʔ
υ
ʣ

ຊ
࣌
の
·
ͱ
Ί
ɾ
ධ
Ձ
ɾ
݈
߁
҆
શ
の
֬
ೝ
ɾ
ྱ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ［
音
楽
］
ˑ
ω
Ϧ
ʔ
ϒ
ϥ
Π
ʢ
ϑ
Υ
ʔ
Ϋ
μ
ϯ
ε
ۂ
ʣ
ͳ
Ͳ

˕


ମ
ૢ

ମ
ҭ
ࡇ
ԋ
ٕ
ʹ

্
͛
Δ
ɻ

剣
道
で

伝
え
た
い

精
神
性

剣
道
の
歴
史

伝
統
文
化

合
気
と
間
合

思
い
や
り

相
手
に
感
謝

礼
の
実
践

思
い
や
り

相
手
や
仲
間

勇
気
試
合
前
後
の
礼

努
力
自
得
す
る

共
存
と
共
生

打
つ
・
打
た
せ
る

信
頼
・
感
謝

惻
隠
の
情
　
平
常
心

負
け
た
人
の
気
持
ち

○
判

定
基

準
ɾ
ؾ
ഭ
の
͋
Δ
ൃ


ɾ
ਕ
ے
ਖ਼
͠
͘
打
ಥ
෦
Ͱ
打
ಥ
෦
Ґ

ɾ
ମ
の
ग़
ͱ

৺

打
ち
方
と
受
け
方

打
た
せ
方

３
　
リ
ズ
ム
剣
道
に
よ
る
授
業
の
例
（
竹
刀
だ
け
用
い
て
の
授
業
）




